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fmza 6.007系は以前公開されていた6.005系に比べ、大幅な機能追加が行われました。本文書はｆｍや以前

の fmzaに使用者に、新しい fmzaに早く馴染んで戴くための手引きとして作成したものです。ただし、fmzaの新

機能をすべて挙げるときりがないので、ここでは次の５つに絞って紹介します。 

 スクリーン入力と強化されたヘルプ機能 

 ｆｍで扱えなかったルール（かしこ詰、悪魔詰、連続詰） 

 合成駒 

 幅優先探索 

 バッチモード 

 

１．スクリーン入力と強化されたヘルプ機能 

fmza 6.005 系にはスクリーン入力画面がありませんでしたが、6.007 系はｆｍと同様のスクリーン入力画面を

持っています。従ってｆｍと同様、事前に入力ファイルを作ることなく、fmzaを起動してから問題を入力できます。 

 

 

図 1. fmzaのスクリーン入力画面 

 

キーの割り当てはｆｍのスクリーン入力画面とほぼ同じで、左に盤面と持駒の入力域があり、右側にヘルプ画

面があるというレイアウトもほぼ同じです。 



ただし、右側のヘルプ画面はｆｍより強化されています。試しにフェアリー駒を入力するため「@」キーを押して

みましょう。（@でフェアリー駒指定の開始になるのも、新しい機能です。） 

 

 

図 2. フェアリー駒の設定画面 

 

画面上部に「/EF*=」というフェアリー駒設定のオプションが表示されるので、続けて指定を行ってください。こ

のとき、右側のヘルプ画面が、フェアリー駒設定に関するヘルプ画面に変わっていることに注目してください。こ

のヘルプ画面は、行う操作に合わせて変化するようになっているのです。大変便利ですね。 

もちろん、ヘルプ画面は操作に合わせたものだけではなく、自分で選んで見ることもできます。最初のスクリー

ン入力画面で「?」を入力すると、次の画面が表示され、ヘルプの項目を選択することができます。 

 



 

図 3. ヘルプ項目の選択画面 

 

例えばここで「4. フェアリー駒情報」を選ぶと fmzaであらかじめ用意されているフェアリー駒と、その指定法が

分かるわけです。 

 

 

図 4 フェアリー駒に関するヘルプ画面 



 

この例ではヘルプ画面が１画面に収まりきらないので、Page Upや Page Down等のキーで戻ったり進んだり

するようになっています。終了する場合は Esc ですね。これらの操作はヘルプ画面の最下段に表示されていま

す。 

 

2. ｆｍで扱えなかったルール（かしこ詰、悪魔詰、連続詰） 

fmza 6.007 系ではｆｍや以前の fmza では扱えなかったルールがサポートされています。特に重要なのが、

「かしこ系」「悪魔系」「連続系」の３つのルールの追加です。ヘルプ画面の「2. ルール情報」を見てみましょう。 

 

 

図 5. fmzaで扱えるルール 

 

これらの基本的な「ルール」の上に「条件」や「手数」を加えることで、ルールの指定を行うことができます。「3. 

条件情報」をご覧ください。 

 



 

図 6. fmzaで扱えるルール（条件） 

 

例えば「対面協力詰 3手」なら「H#3!TM」と指定するわけですね。 

「条件」によっては、組み合わせ可能な「ルール」が制限されていることもあるので、都度確認してください。 

 

3. 合成駒 

fmza 6.007 系ではあらかじめ用意されていた駒以外にも、新しい駒を定義することができます。また、定義を

その都度行うのではなく、環境ファイルに定義しておいて、あたかも最初から用意されていた駒のように扱うこと

ができます。 

環境ファイルはテキストファイルで作成し、「fmza_env.txt」という名称を付けて、fmza と同じフォルダに置いて

ください。ここでは環境ファイルの中身を次のように記述した例をお見せします。 

 

 

 

[EXT_FP_DEF]の下に記述されているのが、新たに付け加えられたフェアリー駒です。 

#[拡張フェアリー駒定義] 

[EXT_FP_DEF] 

BG:僧`Bishop-Grasshopper`{-1-1G|-1+1G|+1-1G|+1+1G} 

RG:城`Rook-Grasshopper`{-1+0G|+0-1G|+0+1G|+1+0G} 



この環境ファイルを用意した状態で、スクリーン入力画面で BG（僧）を使ってみましょう。 

スクリーン入力画面で@を押下し、BGを指定します。 

 

図 7.フェアリー駒（BG）の指定 

すると画面下部に「僧」の表示が現れ、右に「W:僧」の表示が加わりました。 

 

図 8.フェアリー駒（BG）の指定終了 



このように、fmzaであらかじめ用意されていない駒でも、その性能を指定して新しい駒を作ることができます。 

詳しい指定法はドキュメントや入力例を参考にしてください。 

 

4. 幅優先探索 

fmza 6.007系はｎｆｍ（幅優先探索を行うｆｍ）の機能を取り込んでおり、協力系の超長編の検討で大きな威力

を発揮します。幅優先探索を指定するオプションは「/EWFS」です。ヘルプの「5. オプション情報」から該当箇所

を見てみましょう。 

 

 

図 9.幅優先探索オプション 

このオプションを使えば、例えば加藤徹氏作「寿限無」（協力詰 19447 手）も１分未満で解答を得ることができ

ます。長編作品を作る際には心強い機能ですね。 

 

5. バッチモード 

絨毯爆撃型の調査を行う場合、fmza 6.005系ではbatchfmzaという補助プログラムを介する必要があったの

ですが、fmza 6.007系にはバッチモード（「/EBATCH」で指定）がサポートされ、補助プログラムは要らなくなりま

した。ヘルプの「5. オプション情報」から該当箇所を見てみましょう。 

 

 

図 10.バッチモード 

コマンドラインからの入力なので、入力ファイル中では指定できませんが、大変便利ですね。 

 

以上、fmza 6.007 系の新機能のうちいくつかを紹介しました。他にも紹介しきれなかった機能がたくさんある

ので、ヘルプやドキュメントを参考に様々な新機能を試してください。 


